
修繕に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙３

（協定第５条第２項関連）

（機構法第13条第1項第5号に定める協定記載事項）



（百万円、消費税込み）

年度

Ｈ１８ 3,743
Ｈ１９ 2,992
Ｈ２０ 6,361
Ｈ２１ 7,254
Ｈ２２ 12,144
Ｈ２３ 7,500
Ｈ２４ 8,568
Ｈ２５ 13,105
Ｈ２６ 12,518
Ｈ２７ 38,551
Ｈ２８ 12,426
Ｈ２９ 15,637
Ｈ３０ 17,461
Ｒ１ 21,901
Ｒ２ 18,896
Ｒ３ 25,404
Ｒ４ 32,647
Ｒ５ 42,712
Ｒ６ 63,555
Ｒ７ 39,403
Ｒ８ 31,761
Ｒ９ 16,586

Ｒ１０ 16,569
Ｒ１１ 15,978
Ｒ１２ 15,989
Ｒ１３ 16,003
Ｒ１４ 16,389
Ｒ１５ 17,116
Ｒ１６ 17,631
Ｒ１７ 18,238
Ｒ１８ 18,327
Ｒ１９ 19,556
Ｒ２０ 19,647
Ｒ２１ 19,693
Ｒ２２ 19,728
Ｒ２３ 19,710
Ｒ２４ 19,714
Ｒ２５ 20,065
Ｒ２６ 20,339
Ｒ２７ 20,494
Ｒ２８ 20,697
Ｒ２９ 20,713
Ｒ３０ 20,712
Ｒ３１ 20,709
Ｒ３２ 20,709
Ｒ３３ 20,733
Ｒ３４ 21,478
Ｒ３５ 21,795
Ｒ３６ 21,795
Ｒ３７ 21,795
Ｒ３８ 21,795
Ｒ３９ 21,795
Ｒ４０ 21,795
Ｒ４１ 21,795
Ｒ４２ 21,795
Ｒ４３ 21,795
Ｒ４４ 21,795
Ｒ４５ 21,795
Ｒ４６ 21,795
Ｒ４７ 21,795
Ｒ４８ 21,795
Ｒ４９ 21,795
Ｒ５０ 21,795
Ｒ５１ 21,795
Ｒ５２ 21,795

                  （注１）平成１８年度から令和４年度までは実績値を、令和５年度は実績見込値を記載している。

　　　　　　　　　（注２）上記記載の債務引受限度額については、限度額に残余が生じた場合は、繰り越しを認めるものとする。

　　　　　　　　　（注３）特定更新等工事に要する費用に係る額を除く。
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